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資金不足で家が建てられない高齢者夫婦等が、この雪洞ハウスのような小規模口ーコス
ト型住宅を建てる人と考えられる。800~1,000万円で建てられ、雪下ろしから解放され
て安心して住め、お盆には息、子夫婦が孫を連れて来て泊まって行ける家とする必要があ
る。このためには、今回示した120'程度の住宅を想定し、それを女U何に安く供給する
ことが出来るかについて検討するこ七が必要と考えられる。
6.3.資材のまとめ買い
ローコスト化を図る場合、建築資材や設備機器をロット単位でまとめて買うと、大幅
に安く手に入る。仮設住宅を出る期限の平成18年12月頃までに建てる必要があるので、
逆算するとこの年末までには建築設計やコストスタディを済ませ、雪のある 1~3月にか
けて説明会を行う。そして、4~6耳頃に建てようとする人をある程度の数で確定し、資
材のまとめ買いを行い、建設の準備に取りかかる。その際、運転資金として支給された
義援金訟0万円を契約時に払い込んで貰うことが出来れば、その確保が可能になる。
6,4,間取りと設え
和室の規模は8畳が標準であるが、この小規模住宅の場合、6畳の室を基本とせざる
を得ない。1 階には続き間座敷が欲しいが、この程度の規模の家ではその確保は困難で
ある。また、この住宅の取得者は高齢者夫婦が主であると想定すると、仏壇の置き場
が問題となる。これに対応する方策として、100~120 '程度の小さな家である雪洞ハ
ウスの場合、1階の8畳の部屋を6畳にするか、やや問口幅を拡幅して押し入れと仏壇・
床の問を壁側に確保することが求められる。
6.5.景観問題と屋根雪処理問題
我が国の木造住宅は、明治・大正時代に完成期を迎え、構造的にも意匠的にも生産シ
ステム的にも大変高い水準に達した。今回の被災地域の全盛期は大正時代の養蚕が盛ん
だった時で、蔵付きの厩中門造りの農家が建てられた。この遺産の継承と発展を目指す
ことは大切なことであるが、支えた農村社会は我が国の高度経済成長の中で一変した。
かつての民家景観を守るのか、屋根雪処理問題を解決するのか、最終的には住民の選
択を待つ必要があるが、世界一の豪雪地域では新たな雪国ならではの住宅景観を創り出
し、快適に過ごせる家造りを皆が協力し目指すことが、多くの住民に幸せを与えること
に繋がると考える
F珸.5は、芋川が堰き止められ1年が経過した現在も避難指示が続き、集落移転が決
まっている旧山古志村の楢木集落の景観である。カマボコ形車庫が5棟見られるが、地
震にも豪雪にも負けずに建っている様子が、良く分かる。この車庫の形状を工夫し、'豪
雪地帯における新たな景観として創出することが求められていると考えられる。
積雪が2m止まりで、雪下ろし回数も3回止まりであれば、それ程雪下ろしは大変とは
言えない。3mを超し、、雪下ろしが5回を越え、下ろした雪を排雪しないと雪を屋根から
下ろしようが無くなると、その労力は数倍に増え、手に負えなくなる。山古志では豪雪
年には積雪は4~6mに達し、正に生き地獄となる。最近は除雪機械が普及するようにな
つているが、その費用は生活を圧迫し、個人的な負担は困難である。これまで、各家が
傾斜地を利用し、適当に分散して建てられてきたのは、その処理のための知恵と言える。
豪雪地帯向けの最小限口ーコスト耐震住宅の提案
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